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第 l 部「富士北麓の土豪J は、甲斐国郡内(都留郡)をフィールドとして、戦国大名武田氏、国衆小
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山田氏、土豪小林氏および地域社会としての郡内・吉田宿の相互関係を考察した三つの章からなる。















第 5 章「駿河国駿東郡の由緒と地域社会」では、 19世紀までを視野に入れて地域社会の側の芹沢氏に
対する認識を考察することで、戦国期以来の由緒が再定義されていくこと、またそれが地域の利益維持
に用いられたことを明らかにする。
付論「山形大学附属図書館寄託『秋山文書J の紹介J では、これまで未紹介であった武田氏旧臣秋山
家に伝来した戦国期文書を翻刻し、解説を加える。
終章では、全体を総括し、残された課題を提示する。
本論文は、史料を丹念に読み込み、それを現地で得た知見と突き合わせることで、富士山麓という地
域の特性を浮かび上がらせるとともに土豪像を豊かにした。また由緒論にも新しい視点を提供した。問
題意識は鮮明で、論旨も明快である。中近世移行期研究の発展に寄与するところ大であり、論文提出者
は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。
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